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 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

学級経営 

           

各教科・ 

読書科 

   

 

         

特別の教

科 道徳 

           

総合的な

学習の時

間 

           

特別活動 

           

その他 

           

「  」＝個別的な視点からの取組（末尾の「 」内は人権課題）    ＝関連的な指導     ＝多様性を理解し、尊重し合う態度を育成することを重点と

した指導。 
[ 文

書

の

引

年間指導計画作成のための留意点（東京都教育委員会発行「『人権教育プログラム（学校教育編）』ｐ14人権教育の年間指導計画（例）」を必ず参照し作成すること） 

○ 教科等の目標や内容を踏まえ、その単元や題材全体に関わる人権教育の視点を明確にした上で、指導計画に位置付ける。 

○ 普遍的な視点からの取組と個別的な視点からの取組を指導計画に位置付ける。 

○ 各教科・読書科、特別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動等における内容について、個別的な視点からの取組を中心に関連を明確にする。 

○ 児童・生徒が主体的に学習活動に参加し、互いに協力し合って学習に取組めるよう、協力的、参加的、体験的な学習を位置付ける。 

人権教育の目標に関わる学
級の目標を設定する。 

自分の大切さを認めることを
中心とした指導 

他の人の大切さを認めることを中心とした指導 互いの大切さを認めることを中心とした指導 

１年生を迎える会 
２～６年生に歓迎し
てもらったことへの

感謝を伝える。 

６年生を送る会 
６年生に感謝の気持ち

を表す。 

いち・にの・くれよん（保護者ボランティア）による読み聞かせ 

保護者会  個人面談 

家庭と連絡を取り、児童の実態

を把握する。 

保護者相談日 保護者会 保護者相談日 
道徳授業地区公開講座 

道徳教育の取り組みと大切さを伝

え連携をとる。 

個人面談 
家庭と連携を取り、児

童理解を深める。 

保護者相談日 保護者会 

愛校心 
学校生活の楽しさ

を感じるとともに、

ルールを守ったり

進んで生活したり

することでより楽し

い生活にしようとす

る態度を育てる。 

礼儀 
気持ちのよいあ
いさつ、言葉遣
い、動作などを
心がけて、明る
く接する。 

節度、節制 
わがままや自分勝
手な行動をしない
で思慮深く考え、
節度ある生活を送
ろうとする態度を
育てる。 

家族愛 
父母を愛し、
家族のことを
大切にする気
持 ち を 育 て
る。 

友情・信頼 
友達を助けたり、友

達から助けられたり

することを通して友

達の大切さに気

き、それぞれの立

場で考えようとする

気持ちを育てる。 

自然愛・動
植物愛護 

動植物の身になっ
て優しくすることを
知り、身近な自然
を大切にしようとす
る実践的意欲を養
う。 

自由と責任 
物事の善悪に
ついて的確に
判断し、自ら正
しいと信じること
を、進んで行お
うとする意識を
高める。 

公平・公正 
人と関わるとき
には相手の気
持ちを考えて話
したり接したりし
ようという気持
ちを育てる。 

個性の伸長 
友達や自分の
良いところに気
付き、自分の良
さを実感し、積
極的に伸ばそう
とする意識を高
める。 

親切・思いやり 

友達や自分
の良いところ
に気付き、自
分の良さを実
感し、積極的
に伸ばそうと
する意識を高
める。 

国際理解 
挨拶を通じ
て、自分か
ら 他 国 の
人々とコミュ
ニケーショ
ンを取ろうと
する意識を
高める。 

国語「なんて いおうか

な」 
楽しい学校生活をするため
の基本となる，あいさつや自
己紹介ができる。 

国語「こんな もの みつけたよ」 

学校生活の中で，見たことやしたことを

話したり聞いたりする。 

国語「よく きいて、 はなそ
う」 
知らせたいことを相手がわかるよ
うに文に書いて知らせ合う。 

国語「みんなに しらせよう」 

夏休みにしたことを絵に描き，絵を
もとに友達と話し合う。 

国語「くじらぐも」 

場面ごとに，場面の様子やスイミー

の気持ちを想像しながら読む。 

国語「どうぶつの 赤ちゃん」 

◎文章を読んで、感じたことや考えたことを伝

えることができる。 

読書科「どうぶつの本を 読もう」 

◎他の動物の赤ちゃんについて書かれた本を読んで、自分の
大切さとともに他の人の大切さを認める気持ちをもつ。 


